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(1) はじめに (2) 制度の名称 (3) 関係者の表示
Ⅱ 制度の概観をめぐって
(1) 変遷と現況 (2) 本稿記述の仕方
B 諸制度自体の概観
Ⅰ 債権譲渡
(1) ドイツ法 (2) フランス法 (3) 日本法 （付録）英米法
Ⅱ 債務引受
(1) ドイツ法 (2) フランス法
〔以上 90卷 6号〕
(3) 日本法 （付録）ヨーロッパ契約法原則〔その 1〕
Ⅲ 更改と指図
(1) はじめに (2) フランス法 (3) 日本法
Ⅳ 契約譲渡と契約加入














（ア） （a）今回の改正で、債務引受は、債権譲渡の次に第 5節として 6か条
が新設された。かなりは在来既成の法的構成を成文化した内容であり、並べ方がこ











（イ） ≪② b≫は 2か条の中で、（a）法定連帯とすることを明言し（新 470条
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(85)ドイツ語では Schuldu¨bernahme und Vertragsu¨bertragungとなっている。直訳すれ
ば「債務引受および契約移転」。ドイツ文は zB. Schlze/ Zimmermann, Europa¨isches





























(88) Windscheid/ Kipp, Lehrbuch des PandektenrechtsⅡ, 2. Neud. 1906, S. 503ff.
(89) Meyer- Priyzl, aaO.（注 54所掲）S. 2372.
(90)注 4所掲稿 198頁。なお、ドイツにおける邦法を含む債務移転制度と更改の史的展開
は、Meyer-Pritzl, aaO.（注 54所掲）S. 2371ffに、novatioと固有法にまたがるきわめ
て簡明な記述がある。また、受験参考用と銘打った Staudinger BGB, Eckpfeiler des




(93) Jauernig/ Stadler, aaO.（注 66所掲）S. 1289.
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の交替（新 1333条）、修正は、冒頭規定（新 1329条・旧 1271条）・消滅効の範囲















(96) Daigre, Code compare´ et annote´ de la re´forme du droit des contrats, 2016, p.144～
145。
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(97) Voy. Terre´/ Simler/ Lequette, Droit civil Les obligations, 11e e´d. 2013,p p. 1459～
1460,1352～1353.
(98) Voy. p. 1460 note 1.
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(99) M/ A/ Stoffel-Munck, op. cit.（注 27所掲）6e´d. 2013, p. 656.











(102) Simler, op. sit.（注 33所掲）p. 62 et s.
(103) Larribau-Terneyre, Droit civil Les obligations, 2017, p. 181.
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(104) Chantepie/Latina, op. cit.（注 40所掲）p. 765.
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(105) Deshayes/ Genicon/ Laithier, op. cit.（注 78所掲）p. 683.
(106) Be´nabent, op. cit.（注 37所掲）p.562.
(107) 注 15所掲 222頁。
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契約債権関係と主体の移転・変更〔2〕（椿）
る。また、更改の歴史的な“泣き所”と言うべき消滅効果を条文へわざわざ持ち込




新 514条 2項によれば、Yと入れ替わった債務者 ZはYに対して求償権を取得し
ない。≪② a≫における 472条の 3と同様な新規制であり、同様な問題点があろ





















(112) 一つの意見として荻村・注 73所掲 214～5頁参照。
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(113) 注 4所掲稿 202頁。フ民については、野沢正充の研究に譲った。
186




























































































































(115) 注 3所掲書 426頁以下の随所に出てくる。
(116) 我妻・新訂債権総論（1964）580～581頁参照。
(117) Fikentscher/Heinemann, Schuldrecht, 11Aufl. 2017, S. 759.
(118) Klimke, Die Vertragsu¨bernahme, 2010.
190



























(119) Enneccerus/ Lehmann, Recht der Schuldverha¨ltnisse, 15Bearb. 1958.
(120) 柚木・注 24所掲 308～9頁。
(121) Pieper, Vertragsu¨bernahme und Vertragsbeitritt, 1963.
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(122) No¨rr/ Scheyhing, Sukzessionen, 1983.
(123) 注 118所掲。
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(124) Vgl. Palandt, aaO.（注 57）S. 625.
(125) 注 20所掲 S. 142ff.
(126) 注 21所掲 SS.2716f, 2764f.
(127) 注 21所掲 S. 2836f.
(128) 注 22所掲 S.1713f.
(129) 注 56所掲 S.1479～80.
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(130) 注 119所掲 S. 349ff.
(131) 注 117所掲 S. 445.
(132) 合手債権については、椿・前掲注民 14頁以下参照。
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